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男編『もっと知りたいスリランカ』（弘文堂 　一九八六年）が風土と歴史、伝統と文化、地域の特性、政治経済の情勢といった様々な角度から叙述していて読みや く基礎的な文献である。しかし、出版から年数が経過しているため、新しい情報を補うには辛島昇ほか監修『南アジアを知る事典 　新訂増補版』 （平凡社 　二○○二年）を併せて参照することをおすすめしたい。項目名から引くこともできるが、地域編では「自然」 、 「住民、言語」 、 「歴史」 、 「政治」 、 「経済」 「社会」 、 「日本との関係」という見出しのもと 八ページにわたってスリランカに関する記載がある。資料編では、南アジア各国の基礎データや貿易統計、各州・主要都市の人口、国歌や世界遺産、関連文献やウェブサイトのリストが掲載されている。
ユネスコ・アジア文化センター編
『栄華と祈りの聖域 　スリランカ文化三角地帯』 （ユネスコ・アジア文化センター 　一九八三年）では遺跡や仏教美術の美しいカラー写真がふんだんに使われており、スリランカの文化を視覚的に知ることができ中村尚司氏による「スリランカの風土・遺跡・人びと」と題された解説では、背景にある宗教・民族、文化や歴史について書かれている。また、
政治、宗教・思想、芸術の歴史を対照する年表も収録されている。
澁谷利雄ほか編著『アジアの食文




（同文舘出版 　一九九○年）はリランカ海外雇用公社で情報処理を担当していた著者のコロンボでの生活と、そこで出会った人々や社会変動について描いている。 「イスル・ソヤ」はシンハ 語で「幸せを探して」の意。著者の見たスリランカを通して、我々に本当の幸せとは何かと問いかけている。
実証的観察に基づくデータからみ













中間成果報告』 （アジア経済研究所 　二○○○年）収録 荒井悦代「スリランカ紛争史年表」が詳しい 関連団体の名称や法律・合意・提案に関する解題もある。川島耕司『スリランカと民族 　シンハラ・ナショナリズムの形成とマイノリティ集団』 明石書店 　二○○六年）は、内戦 ついて民族問題の観点から取り組んでいる。一九三○年代の移民排斥運動を中心に、背景となるシンハラ・ナショナリズムの形成過程、移民排斥運動以後の民族問題の展開について、主にイギリスで収集した一次資料を基に考察している。
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